
e

静

水

文

雄

先

生

を

お

送

り

す

る

わ
た
く
し
ど
も
の
撤
去
し
て
や
ま
な
い
清
水
文
雄
先
生
が
、
こ
の
一
二
月
末
で

定
年
ご
退
官
に
な
る
。

こ
の
学
園
の
国
語
学
・
閃
文
学
・
国
書
教
育
学
の
生
み
の
別
・
琶
し
の
親
と
も

申
す
べ
き
先
生
か
た
を
相
つ
い
で
お
送
り
し
て
き
て
、
こ
と
し
ま
た
満
水
先
生

を
お
送
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
こ
と
に
痛
惜
の
き
わ
み
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
清
水
先
生
の
歩
ま
れ
た
道
と
そ
の
ど
業
績
の
一
拍
を
し
る
し
て
、

先
年
の
ご
学
恩
に
思
い
を
い
た
す
よ
す
が
と
し
た
い
。

清
水
文
雄
先
生
は
、
明
治
三
十
六
年
熊
本
県
域
摂
郡
五
木
村
の
川
辺
川
の
ほ

と
り
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
こ
の
川
の
豪
岩
た
る
川
音
を
聞
い
て
幼
年
粕
を
お

退
ど
L
に
な
っ
た
。
先
年
は
、
こ
の
「
河
の
音
」
の
リ
ズ
ム
が
先
生
の
ご
性
路

の
一
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
、
か
つ
て
お
書
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

明
治
四
十
一
年
、
現
在
の
先
生
の
お
住
ま
い
の
近
く
に
ご
転
任
に
な
り
、
こ

こ
で
少
年
期
を
お
過
ご
し
に
な
っ
た
。
こ
の
時
粕
に
、
先
生
は
矩
歌
・
俳
句
・

詩
・
小
品
文
な
ど
を
詣
耕
託
に
投
稿
さ
れ
、
し
だ
い
に
文
学
へ
の
眼
を
開
い
て

い
か
れ
た
。

大
正
十
四
年
、
広
島
高
等
師
範
学
校
に
ど
入
学
、
昭
和
四
年
ど
卒
業
、
ひ
き

つ
づ
き
広
島
文
理
科
大
学
に
第
一
回
生
と
し
て
ど
進
学
、
同
七
年
ご
卒
業
に
な

っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
多
く
の
す
ぐ
れ
た
先
生
が
た
の
ど
教
苺
を
受
け
ら
れ

た
が
、
わ
け
て
も
㌫
師
時
代
新
緑
沼
衛
先
生
に
、
文
理
大
時
代
土
井
忠
生
先
生

に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
教
官
と
し
て
ご
指
導
を
仰
が
れ
た
こ
と
は
、
先
生
の
そ
の

後
の
ご
研
究
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
〔
大
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
と
拝

質
さ
れ
る
。
清
水
先
生
は
、
天
性
の
詩
人
性
の
う
え
に
、
両
先
生
の
そ
れ
ぞ
れ

に
す
ぐ
れ
た
態
虻
に
学
ば
れ
、
方
法
を
摂
取
さ
れ
て
、
先
生
独
白
の
学
問
を
構

築
し
て
い
か
れ
た
。
ち
な
み
に
、
先
生
の
高
師
で
の
ご
卒
整
調
文
は
、
「
正
岡

子
規
に
お
け
る
和
歌
革
新
の
堅
一
段
関
」
で
、
こ
れ
は
「
国
洪
文
責
誓
五
）
」

と
し
て
昆
野
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
理
大
で
の
ご
卒
業
論
文

は
T
和
泉
式
部
費
の
研
究
」
で
、
こ
れ
ま
た
そ
の
畢
旨
が
雑
誌
「
文
学
」
に
掲
敬

さ
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
和
薫
式
部
の
ご
研
究
は
先
生
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー

ク
で
あ
り
、
昭
和
三
十
六
年
の
学
位
詣
求
論
文
「
和
央
式
部
訣
糞
の
研
究
」
に
結

宍
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
も
、
先
生
は
こ
の
ご
論
文
に
彫
孫
の
手
を
休
み
な
く

加
え
て
お
い
で
に
な
る
。

昭
和
七
年
、
文
理
大
を
ど
卒
業
に
な
る
と
と
も
に
上
京
さ
れ
、
成
城
学
園
成

城
高
等
学
校
に
昭
和
十
一
二
年
ま
で
お
勤
め
に
な
っ
た
。
こ
の
成
城
時
代
に
先
生

の
ご
研
究
の
拠
点
と
な
っ
た
の
は
、
窪
田
睾
明
・
拘
田
勉
・
葉
山
理
一
の
諸
氏

と
と
も
に
お
出
し
に
な
っ
た
同
人
研
究
紀
輿
「
困
文
学
試
論
」
　
（
第
一
輯
～
第

五
輯
）
お
よ
び
「
国
文
学
試
論
批
評
拾
」
　
（
二
冊
）
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
三
年
四
月
、
学
習
院
に
転
じ
ら
れ
、
同
二
十
二
年
四
月
未
ま
で
そ
こ

に
お
勤
め
に
な
っ
た
。
苛
烈
な
る
戦
時
下
、
敗
戦
に
よ
る
混
迷
の
時
期
に
、
民

族
の
抱
命
を
わ
が
身
の
そ
れ
と
観
じ
っ
つ
、
先
生
は
亭
っ
に
言
わ
れ
ぬ
苦
悩
を

司
ね
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
固
運
の
司
大
時
期
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、
先
生
は
ひ
た
す
ら
文
学
研
究
と
教
育
の
こ
と
に
一
身
を
な
げ
う
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た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
に
は
一
別
記
同
人
諸
氏
と
と
も
に
「
日
本
文

学
の
余
」
を
捨
成
さ
れ
、
月
刊
誌
「
文
芸
文
化
」
を
創
刊
さ
れ
た
。
本
誌
は
、
戦

争
が
い
よ
い
よ
苛
烈
を
き
わ
め
る
に
い
た
っ
て
、
昭
和
十
九
年
八
月
を
も
っ
て

終
刊
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
通
算
七
十
冊
に
も
及
ん
だ
。
学
習
院

時
代
の
先
生
は
、
こ
の
雑
誌
を
拠
点
に
し
て
、
毎
月
何
か
は
円
く
と
い
う
き
び

し
い
課
題
を
自
ら
に
訳
し
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
み
ず
み
ず
し
い
論
文
を
発
表
さ
れ

た
。
「
式
子
内
親
声
」
　
（
五
回
）
・
「
衣
通
蛸
の
流
」
　
（
十
二
回
）
な
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
「
女
l
流
日
記
」
　
（
文
芸
文
化
清
書
）
（
昭

和
十
五
年
七
月
、
子
文
告
㍍
）
・
「
瞳
租
控
汎
記
」
　
（
折
文
樟
）
　
（
昭
和
十
七

年
一
月
、
春
陽
望
）
・
「
海
ゆ
か
ば
－
椛
代
愛
川
和
歌
莞
」
　
（
新
文
韓
）

（
昭
和
十
七
年
三
月
、
春
陽
宜
し
な
ど
の
単
行
本
、
「
和
泉
式
部
日
記
」
　
昌
山
渡

文
膵
）
　
（
昭
和
十
六
年
七
月
）
な
ど
も
刊
行
な
さ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
先
生
に
つ
い
て
は
、
垣
内
埜
ニ
・
窟
醇
出
花
・
久
枚
潜
「
西

尾
実
各
先
生
万
と
の
ご
交
誼
、
佐
塗
春
夫
・
保
田
与
重
郎
・
伊
軍
静
雄
・
三
島

由
紀
夫
等
の
請
氏
と
の
出
合
い
、
東
宮
崇
下
の
ご
致
音
な
ど
、
告
く
べ
き
こ
と
は

多
い
。
し
か
し
さ
い
わ
い
、
特
用
の
「
火
の
余
」
の
同
人
誌
「
パ
ル
カ
ノ
ン
」

（
第
二
十
二
転
）
　
（
昭
和
4
2
・
2
・
1
1
、
呉
市
宮
原
通
り
七
丁
目
一
二
六
笹
本

方
　
火
の
会
刊
）
に
「
文
芸
文
化
」
に
つ
い
て
の
き
わ
め
て
ゆ
き
と
ど
い
た
特

鷺
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
蛇
足
を
加
え
る
こ
と
は
ひ
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。

昭
和
二
十
二
年
丁
敗
戦
に
よ
る
周
囲
の
状
況
の
急
変
に
伴
う
精
神
の
不
安
に

堪
え
ず
、
郷
里
の
山
河
の
問
に
身
を
お
い
て
し
ば
ら
く
安
息
の
時
を
持
ち
た

い
、
と
い
う
切
な
る
欲
求
か
ら
」
　
（
先
生
の
路
年
嵩
の
お
こ
と
ば
）
、
広
島
に

ど
帰
住
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
「
原
子
爆
弾
で
廃
墟
と
な
っ
た
、
青
春

の
故
地
広
島
へ
の
愛
惜
の
情
も
ま
じ
っ
て
」
へ
同
上
）
い
た
。
先
生
に
と
っ
て
、
敗

戦
を
境
と
す
る
人
々
の
豹
変
が
、
ど
ん
な
に
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
か
は
、
想

像
に
あ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
し
こ
う
し
た
中
で
、
先
生
が
何
を
み
つ
め
、
何
を

考
え
て
こ
ら
れ
た
か
は
、
ぐ
れ
譜
「
河
の
苔
」
に
収
め
ら
れ
た
随
想
か
ら
お
誓

し
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

広
島
に
お
帰
り
に
な
っ
た
先
生
は
、
広
島
無
栂
学
校
・
新
調
広
島
大
学
教
育

学
部
栗
崇
分
校
教
撃
せ
経
て
、
昭
和
三
十
一
年
、
菓
千
田
の
数
苛
学
部
国
語
科

主
任
教
授
と
し
て
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
秋
か
ら
は
付
属
小
学

校
長
も
兼
任
さ
れ
、
一
日
と
し
て
席
の
あ
た
た
ま
る
ひ
ま
の
な
い
関
職
に
あ
ら

れ
た
。
こ
の
間
、
先
生
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
岩
波
文
琵
「
和
泉
式
部
歌

窯
」
を
校
訂
・
出
版
さ
れ
、
ま
た
同
三
十
六
年
に
は
「
和
泉
式
部
歌
隻
の
研
究

」
を
広
島
文
理
科
大
学
に
ご
提
出
に
な
り
、
文
学
博
士
の
学
位
を
お
受
け
に
な

っ
た
・
さ
ら
に
、
昭
和
三
十
二
年
「
歌
ま
な
び
1
1
三
朝
的
教
義
序
説
」
、
同
三

十
三
年
「
「
を
り
ふ
し
・
き
り
め
』
の
諭
」
、
同
三
十
七
年
以
来
「
古
典
語
ノ

ー
ト
H
～
」
等
の
、
国
文
学
を
基
礎
と
し
た
古
典
同
語
教
育
史
研
究
・
古
典
教

育
研
究
の
独
創
的
な
三
出
稿
を
ご
発
崇
に
な
っ
て
い
る
。
固
文
学
と
国
語
教
育

と
の
関
連
・
統
一
を
、
諭
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
そ
の
も
の
と
し
て
お

示
し
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
先
生
の
ど
学
問
は
、
い
つ
も
先
生
ど
白
身
の
「
い
か
に
生
き
る

か
」
と
い
う
問
題
と
切
欠
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。
先
生
は
、
文
学
を
通
じ
て
、

日
本
民
族
の
相
澤
的
な
精
神
を
さ
ぐ
ろ
う
と
さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
処
理
の

方
法
に
お
い
て
は
、
決
し
て
主
観
に
お
ぼ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
文
学
を
、

も
っ
と
も
木
質
的
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
研
究
を
進
め
ら
れ

た
。
先
生
の
ど
学
問
は
、
ま
さ
に
本
質
を
問
う
学
で
あ
っ
た
。

先
生
の
温
雅
で
包
容
力
の
あ
る
お
人
柄
に
つ
い
て
は
、
先
生
に
お
教
え
を
い

た
だ
い
た
人
み
な
の
共
通
し
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
先
生
は
、
決

し
て
自
己
を
他
に
強
い
る
こ
と
を
さ
れ
な
か
っ
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
を

尊
重
さ
れ
、
じ
っ
と
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

先
生
は
さ
い
わ
い
ご
退
官
後
も
広
島
に
お
い
で
く
だ
さ
る
。
先
生
は
、
教
え

子
が
今
ま
で
ど
お
り
し
ば
し
ば
門
を
た
た
き
き
先
生
の
平
写
せ
乱
す
こ
と
を
お

品
し
く
だ
き
る
と
鼻
っ
。
先
生
聖
′
」
学
恩
に
改
め
て
㌫
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
と

と
も
に
、
先
生
読
ご
多
幸
守
山
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
た
い
。
（
大
開
和
夫
）
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